
序
 
 
言
 
 

集
韻
に
関
す
る
音
報
学
的
研
究
は
、
す
こ
ぶ
る
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
言
語
的
性
格
の
究
明
が
不
問
の
ま
ま
に
、
い
ぎ
 
 

浸
語
辞
典
編
集
の
場
と
な
る
と
盛
ん
に
利
用
克
て
い
る
。
最
近
、
中
国
で
上
梓
の
評
軍
人
字
典
』
・
『
漢
語
大
詞
典
』
等
も
例
外
 
 

で
は
な
い
。
 
 

卵
源
洲
「
桑
田
声
頼
考
」
〓
九
三
〒
巽
絹
詳
報
研
究
』
（
完
七
四
）
・
郡
宇
純
「
従
集
相
反
切
宕
切
韻
系
韻
書
反
映
的
 
 

中
古
書
」
（
一
九
八
六
）
な
ど
の
統
計
的
研
究
は
そ
れ
ぞ
れ
価
値
あ
る
論
考
で
あ
る
こ
と
に
ま
ち
が
い
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
一
 
 

両
的
な
統
計
的
研
究
は
却
っ
て
蓋
の
本
質
解
明
に
は
至
ら
な
い
こ
と
を
発
見
し
、
そ
の
一
端
を
拙
稿
蔚
韻
札
記
」
（
一
九
空
）
 
 

と
し
て
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
 
 
 

集
龍
巻
頭
の
「
韻
例
」
 
に
は
、
 
 
 

凡
経
典
享
有
数
読
、
先
儒
伝
捜
各
飲
名
家
、
今
並
論
薯
以
柑
群
説
。
 
 

と
、
「
経
典
に
い
く
つ
か
の
読
み
方
が
あ
る
と
き
、
そ
れ
は
先
学
が
誇
り
を
も
っ
て
伝
捜
し
た
個
性
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
は
 
 

そ
れ
ら
諸
説
を
集
め
て
お
い
た
ご
と
言
っ
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
集
韻
本
文
中
に
も
、
 
 
 

帥
〔
証
〕
訟
吉
相
陥
也
。
詩
、
義
賊
内
証
。
鄭
康
成
読
。
 
 
 

囲
〔
虹
〕
漁
也
。
詩
、
実
虹
小
子
。
鄭
康
成
読
。
 
 
 

『
集
積
』
 
の
呉
詩
的
側
面
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‖
〔
遺
〕
謙
以
下
人
也
。
詩
、
莫
肯
下
遺
。
鄭
康
成
読
。
 
 

等
と
、
現
に
先
儒
の
名
を
明
記
し
て
、
そ
の
学
説
と
し
て
の
「
読
」
が
示
さ
れ
る
。
 
 
 

⑥
 
 
 

揮
重
規
『
経
典
釈
丈
韻
編
索
引
』
な
ど
を
得
た
今
日
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
が
即
ち
『
経
典
釈
文
』
か
ら
の
援
引
で
あ
る
こ
と
が
 
 

即
座
に
確
認
で
き
る
。
 
 
 

上
記
の
郎
『
集
鶉
研
究
』
で
は
、
こ
の
点
、
特
に
詳
細
な
言
及
が
あ
る
。
 
 
 

H
〔
遺
〕
 
の
「
読
」
が
「
句
題
切
」
と
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
度
肝
を
抜
か
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
こ
れ
が
等
韻
学
の
体
系
中
 
 

に
平
然
と
収
ま
る
か
ら
に
は
統
計
的
究
明
に
の
み
目
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
何
ら
関
心
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
 
 

⑦
 
 
 

し
か
し
、
一
旦
、
黄
促
『
集
約
声
類
蓑
』
 
の
よ
う
な
「
蓑
」
 
の
形
式
で
集
韻
を
等
親
学
的
に
観
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
等
親
学
 
 

か
ら
見
た
、
剰
余
の
親
日
と
も
言
う
ぺ
き
も
の
を
容
易
に
発
見
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
黄
侃
に
特
別
な
論
考
が
あ
る
わ
 
 

け
で
は
な
い
。
 
 
 

こ
こ
で
は
黄
侃
式
の
「
衷
」
 
の
作
成
を
基
礎
に
し
て
一
二
の
考
察
を
進
め
る
つ
も
り
で
あ
る
。
 
 
 

テ
キ
ス
ト
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
 
 

U
日
本
国
書
寮
所
蔵
宋
版
 
 

伽
南
来
者
宗
薄
田
州
十
四
年
（
一
一
入
七
）
、
田
世
卿
安
康
金
州
軍
刻
未
 
（
北
京
図
書
館
所
蔵
）
 
 

用
銭
氏
述
古
堂
影
妙
栗
本
 
（
上
海
図
書
館
所
蔵
）
 
の
三
木
が
あ
る
。
本
論
で
は
用
を
用
い
る
。
 
 
 

そ
の
上
海
図
書
館
蔵
、
述
古
里
影
宋
抄
本
『
集
韻
』
殴
（
山
九
八
三
）
 
に
願
廷
龍
は
、
 
 
 

段
茂
堂
注
『
説
文
』
亦
頗
事
采
用
、
嘗
日
 
「
丁
度
等
比
蓄
兼
繚
条
貰
、
凡
経
史
子
集
小
学
方
言
采
揮
殆
絹
、
…
…
以
是
資
博
覧
。
 
 
 

而
近
古
音
、
共
用
甚
大
」
。
 
 

と
述
べ
る
が
、
段
茂
笠
の
集
韻
利
用
は
、
今
日
の
辞
典
編
集
場
と
同
趣
向
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
経
史
子
集
小
学
を
あ
ま
ね
 
 

く
採
用
す
る
ほ
か
、
方
言
も
採
る
と
言
う
、
こ
の
方
言
は
、
今
日
の
方
言
学
と
同
種
の
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
 
 
 

と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
剰
余
の
韻
目
に
対
し
て
、
方
言
の
視
点
か
ら
、
そ
の
由
来
す
る
所
を
た
ず
ね
る
こ
と
が
で
き
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る
に
ち
が
い
な
い
。
 
 
 

集
韻
「
韻
例
」
が
「
撰
集
に
は
、
つ
と
め
て
該
広
に
従
っ
た
」
と
述
べ
る
と
こ
ろ
が
、
経
史
子
集
の
中
国
古
典
か
ら
の
採
用
に
限
 
 

ら
ず
、
時
の
北
宋
仁
宗
朝
の
方
言
採
録
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
 
 

〔
債
〕
奴
冬
切
。
我
也
。
呉
語
。
 
 

〔
束
〕
龍
都
切
。
抹
也
。
山
東
語
。
 
 

〔
農
〕
葱
細
切
。
且
也
。
関
中
語
。
 
 

等
と
集
韻
白
か
ら
が
本
文
中
に
方
言
名
を
明
記
す
る
も
の
も
あ
る
。
 
 

〔
束
〕
 
は
、
最
も
標
準
的
な
平
声
噌
韻
の
も
の
の
ほ
か
、
全
部
で
五
種
類
の
発
音
が
登
録
さ
れ
、
平
声
之
韻
に
あ
る
、
「
陸
士
切
」
で
 
 

示
さ
れ
る
「
乗
る
」
の
意
味
の
発
音
は
、
あ
る
い
は
満
州
青
か
も
知
れ
な
い
。
平
声
模
韻
の
［
来
〕
は
、
「
但
東
」
 
〔
計
白
耳
〕
 
の
ご
と
 
 

く
発
音
す
る
畳
韻
語
の
中
で
の
発
音
で
、
特
に
斉
（
山
東
）
で
の
発
音
な
の
で
あ
ろ
う
。
〔
狙
〕
に
も
「
斉
語
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
 
 
 

方
言
名
を
明
記
し
な
い
ま
ま
に
、
 
 

〔
衝
〕
居
眠
切
。
説
文
四
通
道
也
。
 
 

は
標
準
的
発
音
で
あ
る
が
、
 
 

〔
街
〕
均
窺
切
。
都
邑
中
道
。
 
 

⑧
 
 

の
発
音
も
示
さ
れ
る
。
匿
門
の
現
代
口
語
昔
は
 
〔
k
u
e
〕
 
と
合
口
要
素
を
保
つ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
祖
形
の
可
能
性
も
あ
る
。
 
 
 

本
稿
で
は
、
集
韻
編
集
を
建
言
し
た
一
人
の
鄭
恐
が
、
ま
た
編
集
に
も
参
加
し
、
そ
の
貫
籍
が
蘇
州
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
呉
語
、
 
 

な
か
で
も
蘇
州
語
的
側
面
が
集
朝
中
に
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
期
待
で
論
を
進
め
て
み
た
い
。
 
 

本
 
 
論
 
 

拙
稿
「
集
韻
札
記
」
で
も
触
れ
た
が
、
集
韻
の
諦
観
の
末
尾
に
登
録
さ
れ
る
、
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の
よ
う
に
、
中
古
昔
先
鞭
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
集
韻
で
は
詩
韻
に
も
配
置
さ
れ
る
。
し
か
も
、
反
切
上
宇
に
用
い
ら
れ
て
い
る
載
・
 
 

典
も
同
じ
先
韻
相
当
観
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
慧
琳
式
反
切
法
は
、
集
韻
の
反
切
用
法
で
は
先
儒
の
引
用
で
は
な
く
、
集
韻
の
オ
 
 

リ
ジ
ナ
ル
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ま
す
ま
す
こ
れ
が
鄭
恐
の
意
志
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
先
親
、
そ
れ
に
加
え
て
仙
韻
は
、
現
代
蘇
州
語
で
は
共
通
し
て
鵠
母
〔
占
〕
で
表
わ
れ
る
。
現
代
異
音
で
は
末
尾
昔
T
n
〕
 
 

を
脱
落
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
集
親
の
段
階
で
は
T
肯
已
な
い
し
は
T
甘
〕
の
発
音
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
さ
せ
る
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
「
西
」
の
昔
の
集
観
で
の
配
置
を
見
る
こ
守
に
す
る
。
 
 
 

帥
脂
韻
、
相
春
切
、
金
方
也
。
 
 
 

伺
斉
韻
、
先
斉
切
、
説
文
鳥
在
巣
上
象
形
。
 
 

日
雀
西
方
両
島
棲
、
故
国
以
為
東
西
之
西
。
 
 
 

目
先
観
、
請
前
切
、
金
方
也
。
 
 

の
≡
種
が
登
録
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
意
味
は
す
ぺ
て
「
に
し
」
で
あ
る
。
 
 
 

帥
の
昔
は
 
「
私
」
と
同
音
、
H
の
音
は
「
先
」
と
同
音
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
今
、
蘇
州
音
で
示
す
と
 
 
 

帥
巴
 
 
何
s
i
 
H
s
ご
 
 

と
な
り
、
調
価
も
す
べ
て
同
山
の
た
め
、
近
似
の
聴
覚
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
集
韻
は
異
音
と
し
て
こ
れ
ら
を
登
 
 

録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
先
・
仙
韻
の
の
末
尾
昔
で
あ
る
〔
占
〕
脱
落
も
す
で
に
集
韻
時
代
に
か
な
り
進
 
 

行
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 
 
 

〔
天
〕
載
因
切
〔
t
．
甘
〕
は
、
広
報
で
 
 

牢
〕
禰
田
切
〔
n
甘
〕
 
 

〔
顛
〕
典
田
切
【
t
甘
〕
 
 

苗
〕
地
田
切
〔
d
首
〕
 
 

他
前
切
〔
t
が
n
〕
 
 

奴
顛
切
〔
n
e
n
〕
 
 

都
年
切
〔
t
e
n
〕
 
 

徒
年
切
 
〔
d
e
n
〕
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そ
れ
に
つ
け
て
も
顧
み
ら
れ
る
の
は
「
洗
」
で
、
広
報
に
も
、
 
 

帥
斉
韻
、
先
適
切
。
 
 

回
銑
寵
、
蘇
典
切
。
 
 

の
二
音
が
意
味
を
異
に
す
る
が
畳
錬
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
集
韻
「
西
」
 
の
H
の
よ
う
な
類
例
が
多
数
出
現
し
た
と
き
初
め
て
〔
占
〕
脱
落
が
異
音
と
し
て
で
は
な
く
音
韻
と
し
て
の
意
 
 

味
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
こ
れ
は
瓢
例
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
と
平
行
し
て
、
広
報
で
は
添
韻
で
あ
っ
た
も
の
が
集
散
で
は
侵
韻
に
も
清
韻
に
も
重
出
す
る
と
い
う
例
、
 
 
 

据
＝
天
心
切
（
侵
）
、
他
兼
切
（
活
）
 
 

や
、
塩
■
侵
韻
重
出
の
例
が
あ
り
、
集
韻
段
階
で
は
末
尾
音
丁
已
 
T
m
〕
 
を
保
持
し
た
ま
ま
で
の
呉
音
の
混
入
の
実
態
を
示
し
て
 
 

い
る
は
ず
で
あ
る
。
 
 

〓
 
 
 

集
散
で
は
ま
た
、
平
声
山
報
に
は
中
古
等
親
学
か
ら
見
る
と
き
、
歯
頚
音
は
含
ま
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
第
六
小
額
に
 
 
 

昨
閑
切
＝
親
・
罷
・
埋
 
 

が
表
わ
れ
、
同
時
に
あ
る
べ
き
正
常
な
正
歯
二
等
音
の
グ
ル
ー
プ
が
第
四
小
龍
に
、
 
 
 

組
山
切
∬
露
・
距
・
屠
・
措
・
常
・
揮
・
腫
 
 

と
表
わ
れ
、
し
か
も
、
同
義
同
辛
が
重
視
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
重
複
は
実
は
広
報
に
始
ま
る
が
、
広
報
段
階
で
は
長
束
尾
小
額
と
し
て
つ
つ
ま
し
や
か
に
忍
び
込
ん
で
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
 
 

た
。
 
 
 

も
と
よ
り
唐
草
未
王
仁
吋
『
刊
謬
補
映
切
韻
』
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
は
今
日
、
蘇
州
昔
で
、
 
 

49   



r集韻lの呉語的側面  95  

の
よ
う
に
合
流
し
て
 
〔
ユ
で
示
さ
れ
る
音
韻
推
移
の
底
流
を
示
す
。
 
 
 

も
っ
と
も
こ
の
歯
頭
書
化
現
象
は
こ
の
場
合
、
平
声
で
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
山
顎
相
当
の
上
・
去
・
入
声
に
は
見
ら
れ
な
い
。
 
 

し
か
し
、
山
萌
の
全
二
十
四
小
親
中
の
配
列
位
か
ら
み
れ
ば
、
弟
六
位
の
高
位
に
堂
々
と
採
鼓
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

同
様
に
半
歯
音
、
日
母
 
〔
巳
 
の
歯
頭
書
化
現
象
も
指
摘
で
き
る
。
 
 
 

集
萌
の
一
等
談
韻
に
は
奇
妙
な
半
歯
音
、
日
母
の
混
入
が
あ
り
、
そ
れ
が
最
末
尾
小
韻
と
し
て
、
 
 
 

汝
甘
切
＝
蛸
 
（
以
下
五
字
）
 
 

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
広
韻
で
は
威
摂
≡
等
塩
韻
に
所
属
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
あ
る
べ
き
本
籍
に
は
集
韻
で
も
 
 

収
め
た
上
、
さ
ら
に
重
複
し
て
こ
の
談
現
に
収
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
一
見
奇
妙
な
現
象
も
、
現
代
蘇
州
昔
で
、
 
 

〔
日
〕
母
㌢
－
－
1
・
読
書
音
で
〔
邪
〕
母
N
 
 

の
よ
う
に
邪
母
に
合
流
す
る
音
韻
推
移
の
底
涜
を
想
定
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
舌
上
音
・
羊
歯
昔
・
正
歯
二
三
専
の
塩
韻
が
、
現
代
蘇
 
 

州
昔
で
、
例
え
ば
、
 
 

〔
染
〕
塩
韻
相
当
上
声
日
母
が
 
〔
鼠
〕
と
あ
り
、
 
 

見
母
が
〔
k
巴
 
と
あ
る
よ
う
に
、
談
韻
韻
母
丁
已
と
合
流
す
る
音
韻
推
移
の
底
流
を
反
映
し
て
い
る
も
の
 
 

〔
甘
〕
談
韻
 
 

と
解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
日
母
の
談
親
配
置
も
納
得
で
き
る
。
 
 
 

こ
れ
と
並
行
し
た
現
象
に
、
広
報
で
は
塩
韻
に
属
す
る
穿
母
の
 
 

〔
絨
〕
れ
虎
占
切
 
 

は
、
集
韻
に
な
る
と
同
義
で
あ
り
な
が
ら
、
 
 
 

宰
領
に
、
充
合
切
と
充
母
（
正
歯
≡
等
）
 
 
 

…
…
㌫
拍
…
一
 
 

〔
邪
〕
母
 
N
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談
萌
に
、
充
甘
切
と
充
母
 
 
 

塩
報
に
、
蛍
占
切
と
徹
母
 
（
舌
上
）
 
 

と
三
重
出
す
る
例
が
あ
る
。
 
 
 

言
う
ま
で
も
な
く
一
等
宰
・
談
韻
の
正
歯
三
等
音
は
、
中
古
等
親
学
か
ら
す
れ
ば
矛
盾
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
蘇
州
昔
で
は
こ
 
 

の
正
歯
三
等
・
舌
上
音
は
す
ぺ
て
合
流
し
て
歯
頭
音
化
を
果
た
し
、
清
母
の
 
〔
t
こ
 
と
等
し
く
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
現
代
蘇
州
音
の
よ
う
な
正
歯
≡
尊
書
・
舌
上
昔
の
歯
頭
書
化
の
底
流
の
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
〔
絞
〕
 
が
異
音
採
録
 
 

と
し
て
軍
・
談
韻
に
配
置
さ
れ
て
い
る
現
象
の
意
味
が
よ
く
理
解
さ
れ
る
。
 
 
 

前
記
、
邸
『
集
韻
研
究
』
 
の
弟
七
章
結
論
、
第
三
節
「
集
韻
切
語
之
特
恕
」
 
で
は
、
こ
の
点
を
、
 
 
 

和
談
報
統
、
他
甘
切
、
集
散
又
出
充
甘
切
。
与
太
徐
昔
説
文
純
充
三
切
。
声
同
、
亦
今
変
声
也
。
 
 

の
よ
う
に
単
に
「
旧
育
と
今
昔
の
ち
が
い
」
と
述
べ
る
に
過
ぎ
な
い
。
 
 
 

徐
昔
と
は
徐
鑑
（
九
〓
ハ
一
九
九
〓
 
の
音
の
意
味
で
あ
り
、
徐
鉱
は
江
蘇
省
揚
州
の
人
。
揚
州
昔
は
北
方
音
に
属
す
る
が
、
蘇
 
 

州
と
は
運
河
も
通
じ
て
異
音
と
の
親
近
感
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

≡
 
 
 

⑳
 
 
 

河
野
六
郎
博
士
「
呉
方
音
に
お
け
る
威
摂
一
等
重
韻
の
扱
い
方
に
つ
い
て
」
 
で
は
、
そ
の
結
論
と
し
て
 
 
 

洪
武
正
観
の
宰
・
感
・
勘
・
合
の
四
韻
に
つ
い
て
そ
の
反
切
の
状
況
を
見
て
来
た
が
、
こ
の
四
韻
に
通
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、
少
 
 
 

く
と
も
舌
歯
音
字
に
関
し
て
は
広
報
の
威
摂
一
等
重
視
の
別
が
一
等
＝
二
等
の
対
立
で
示
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
特
 
 
 

色
が
現
代
呉
方
音
の
特
徴
と
合
致
す
る
こ
と
は
誠
に
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
洪
武
正
韻
は
そ
の
根
砥
を
呉
 
 
 

万
苦
に
置
く
こ
と
を
具
体
的
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

と
述
べ
、
ま
た
、
 
 
 

山
摂
の
一
二
一
等
親
は
、
舌
頭
音
字
と
歯
頭
書
字
は
皆
二
等
親
の
所
に
入
れ
ら
れ
る
て
い
る
。
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と
も
指
摘
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
こ
で
集
韻
は
、
洪
武
正
鵠
（
一
三
七
≡
、
宋
蒲
序
）
か
ら
潮
る
こ
と
三
百
三
十
余
年
と
は
い
う
も
の
の
、
洪
武
正
朝
岡
様
の
慣
 
 

向
が
見
ら
れ
な
い
か
ど
う
か
検
討
し
て
お
き
た
い
。
 
 
 

集
韻
は
山
摂
で
、
一
等
寒
二
一
等
刑
・
山
 
（
上
声
以
下
こ
れ
に
倣
う
）
 
の
ご
と
く
分
韻
さ
れ
、
広
報
（
一
〇
〇
八
）
 
と
偏
る
こ
と
 
 

三
十
年
後
の
成
書
で
も
あ
る
か
ら
広
報
と
同
じ
伝
統
的
分
韻
法
を
採
っ
て
い
る
。
洪
武
正
韻
は
そ
の
点
、
寒
・
山
の
二
分
韻
と
し
て
 
 

い
る
。
二
等
重
韻
が
合
流
し
た
現
実
に
合
致
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
威
摂
で
も
集
韻
は
依
然
一
等
辛
・
談
、
二
等
成
・
衝
の
分
 
 

離
で
あ
る
が
、
洪
武
正
萌
の
方
は
、
こ
の
四
韻
を
す
べ
て
一
つ
に
収
め
辛
韻
と
療
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

も
し
仮
り
に
洪
武
正
韻
同
様
に
、
舌
歯
音
に
関
し
て
成
摂
一
等
重
報
の
別
が
一
等
二
等
の
対
立
と
し
て
示
さ
れ
る
な
ら
ば
、
集
韻
 
 

も
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
そ
の
板
抵
を
呉
万
苦
に
置
く
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
序
言
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
方
言
の
一
つ
と
っ
て
み
て
も
 
 

多
方
言
を
採
り
込
み
、
雑
株
の
集
韻
に
明
瞭
な
区
別
を
見
出
す
の
は
か
な
り
困
難
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
雑
株
は
雑
株
な
る
が
故
に
 
 

ま
た
、
呉
方
音
的
性
格
も
隠
し
持
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
 
 
 

調
査
の
結
果
、
（
今
、
平
声
に
限
る
）
 
 

0
宰
・
威
重
出
例
 
 
 

話
＝
那
合
切
（
草
）
 
・
尼
威
切
（
威
）
 
 

⑲
 
 
 

琴
＝
○
合
切
（
掌
）
 
・
師
威
切
 
（
威
）
 
 

0
零
・
衝
重
出
例
 
 
 

捧
”
○
甘
切
 
（
辛
）
 
・
師
衝
切
（
衝
）
 
 

と
、
軍
報
舌
歯
音
は
河
野
説
、
異
音
原
則
か
ら
言
え
ば
二
等
韻
に
出
現
し
な
い
は
ず
の
も
の
が
三
例
出
現
す
る
。
 
 
 

で
は
、
談
韻
は
ど
う
か
、
 
 

0
談
・
威
重
出
例
 
 
 

聖
・
雅
＝
財
甘
切
（
談
）
・
〇
成
切
（
威
）
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琴
＝
蘇
甘
切
（
談
）
・
師
成
切
（
成
）
 
 

○
談
・
衝
重
出
例
 
 
 

監
＝
度
甘
切
（
談
）
・
力
街
切
（
衝
）
 
 
 

暫
＝
財
甘
切
（
談
）
・
劾
衡
切
（
街
）
 
 

と
、
異
音
原
則
か
ら
言
っ
て
談
韻
の
二
等
顎
重
出
の
例
が
多
い
か
と
い
う
に
、
単
に
こ
の
五
例
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
「
寄
」
の
よ
 
 

う
に
革
・
談
両
親
に
出
て
く
る
叫
種
擬
態
語
的
な
語
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
う
い
う
も
の
は
元
来
、
音
の
括
れ
が
あ
っ
て
い
い
は
ず
 
 

の
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

で
は
、
寒
・
利
山
重
出
例
は
、
 
 
 

檀
＝
他
千
切
（
寒
）
・
託
山
切
（
山
）
 
 
 

瀾
＝
郎
千
切
（
寒
）
・
離
閉
切
 
（
山
）
 
 
 

珊
・
劉
・
珊
・
御
Ⅳ
 
 

相
千
切
 
（
寒
）
・
師
姦
切
 
（
○
）
 
 
 

郎
＝
相
千
切
 
（
寒
）
・
師
閉
切
（
山
）
 
 

の
七
例
が
あ
る
。
こ
れ
も
呉
青
原
別
に
照
ら
し
て
み
た
場
合
、
さ
し
た
る
意
味
は
な
い
。
た
だ
し
、
耳
曝
書
の
場
合
に
は
山
・
威
接
 
 

い
ず
れ
も
こ
れ
ほ
ど
の
重
出
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
だ
け
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
河
野
説
呉
青
原
則
は
集
韻
の
時
代
に
ほ
い
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
 
 

と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
臆
説
を
述
べ
る
こ
と
を
許
し
て
も
ら
え
る
な
ら
ば
、
呉
万
苦
は
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
と
。
す
な
わ
ち
、
 
 
 

集
顎
時
代
に
は
前
述
の
よ
う
に
舌
上
菅
が
歯
頭
音
、
時
に
は
舌
頭
昔
に
、
正
歯
l
一
等
普
、
正
歯
三
等
青
が
歯
頭
書
に
変
じ
る
現
象
、
 
 

言
い
換
え
れ
ば
中
背
的
な
性
格
か
ら
よ
り
前
者
的
性
格
に
転
換
し
て
い
た
。
 
 
 

声
母
分
布
に
お
い
て
一
二
一
等
の
別
を
失
っ
た
山
摂
で
は
、
そ
れ
が
末
尾
昔
T
n
〕
と
い
う
書
的
環
境
と
相
侯
っ
て
、
こ
の
歯
頭
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音
化
は
全
報
に
前
舌
音
化
を
進
め
、
河
野
説
、
 
 
 

山
摂
の
一
ニ
ー
等
韻
は
、
舌
頭
音
字
と
歯
頭
書
字
は
皆
二
等
萌
の
所
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
 
 

状
況
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

威
摂
一
等
要
領
は
、
宰
韻
が
中
舌
的
、
談
韻
が
A
変
種
の
母
音
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
こ
の
場
合
も
有
効
で
あ
る
。
 
 
 

威
県
で
も
上
述
の
よ
う
に
舌
歯
音
は
先
ず
前
舌
音
化
を
進
行
さ
せ
、
末
尾
音
T
ヨ
〕
 
が
変
じ
て
 
T
m
〕
と
合
流
す
る
と
前
記
山
 
 

摂
同
様
の
推
移
を
被
っ
て
、
特
に
A
変
種
の
談
韻
に
あ
っ
て
、
よ
り
前
舌
昔
化
を
進
行
さ
せ
て
、
現
代
呉
方
音
の
よ
う
な
〔
－
E
〕
 
へ
 
 

と
向
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
判
断
き
れ
る
。
 
 

結
 
 
語
 
 

以
上
、
貴
報
と
い
う
韻
書
は
単
に
平
面
的
に
統
計
的
に
観
察
し
た
だ
け
で
は
な
か
な
か
そ
の
真
の
婆
を
呈
し
て
く
れ
な
い
こ
と
を
 
 

述
べ
、
特
に
本
稿
で
は
、
そ
の
異
音
的
側
面
に
つ
い
て
、
 
 

一
、
先
仙
韻
と
詳
韻
の
合
流
 
 
 

二
、
舌
上
・
正
歯
二
三
等
韻
の
舌
頭
・
歯
頭
書
化
 
 
 

三
、
舌
歯
音
の
威
・
山
一
ニ
ー
等
分
布
 
 

の
三
方
面
か
ら
検
討
を
加
え
て
み
た
。
 
 
 

そ
も
そ
も
集
親
は
そ
の
「
韻
例
」
が
宣
言
す
る
よ
う
に
、
景
祐
四
年
（
一
〇
三
七
）
 
に
大
骨
博
士
直
史
虎
の
宋
祁
と
太
常
丞
置
史
 
 

館
の
都
裁
と
が
、
三
十
年
前
に
成
書
の
陳
影
年
・
丘
薙
所
定
「
広
報
」
が
、
無
暗
失
当
で
あ
る
と
建
言
し
て
、
そ
の
た
め
に
編
集
さ
 
 

れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

北
京
図
書
館
蔵
本
の
牒
文
に
は
、
鄭
洩
ら
の
奏
上
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

昨
幸
差
考
校
御
試
進
士
、
蒲
見
学
人
詩
賦
多
誤
使
音
韻
、
…
…
去
留
難
定
、
有
司
論
難
、
互
執
異
同
、
上
垣
聖
聴
親
腸
裁
定
。
蓋
 
 
 

見
行
広
報
、
韻
略
所
載
疎
漏
、
子
注
禿
殊
、
…
…
迷
惑
後
生
。
欲
乞
朝
廷
差
官
重
撰
定
広
報
、
使
知
適
従
。
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鄭
詰
ら
は
、
「
受
験
生
の
答
案
を
見
て
い
る
と
誤
り
が
多
い
。
こ
れ
が
単
純
ミ
ス
な
ら
よ
い
が
、
学
説
に
よ
っ
て
正
否
が
分
か
れ
 
 
 

る
時
に
は
最
終
的
に
は
皇
帝
の
裁
定
を
煩
わ
す
こ
と
に
な
る
。
広
報
・
韻
略
も
疏
漏
で
、
受
験
生
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
面
も
あ
 
 
 

る
の
で
朝
廷
に
重
ね
て
韻
書
の
操
定
を
騒
い
出
て
、
受
験
生
に
適
従
す
べ
き
基
準
を
知
ら
せ
て
あ
げ
た
い
。
」
 
 

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
し
て
編
集
さ
れ
た
集
韻
で
あ
る
が
、
見
て
釆
た
と
お
り
、
方
言
も
慈
恵
的
に
挟
ま
っ
て
お
り
、
言
う
な
ら
ば
、
実
に
 
 

許
容
範
匪
の
広
い
韻
書
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
 
 
 

こ
れ
は
地
方
出
身
の
受
験
生
に
は
有
利
に
作
用
し
た
は
ず
で
あ
る
。
 
 
 

宋
朝
建
国
よ
り
お
よ
そ
八
十
年
、
唐
王
朝
ま
で
の
貴
族
社
会
の
支
配
か
ら
、
広
く
有
能
な
人
材
を
必
要
と
す
る
社
会
へ
と
成
熟
し
 
 

て
い
た
当
時
、
蘇
州
出
身
の
生
民
救
済
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
藩
仲
滝
（
九
八
九
－
一
〇
五
二
）
 
は
仁
宗
に
、
官
吏
登
用
に
は
縁
故
採
 
 

用
を
さ
け
る
ぺ
き
こ
と
、
高
等
文
官
試
験
に
は
作
詩
の
よ
う
な
貴
族
的
教
養
に
偏
す
る
こ
と
な
く
政
策
論
を
重
視
す
べ
き
こ
と
な
ど
 
 

⑪
 
 

を
建
言
し
て
い
る
。
 
 
 

商
業
活
動
の
繁
栄
は
都
の
挿
京
（
開
封
）
 
と
そ
れ
を
結
ぷ
揚
州
・
蘇
州
・
杭
州
な
ど
と
の
人
的
交
流
も
増
し
、
伝
統
的
韻
書
、
広
 
 

韻
に
不
満
を
抱
く
人
士
の
方
言
感
覚
も
こ
の
集
観
に
投
影
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
一
九
九
二
・
一
〇
・
一
四
）
 
 

注
 
 

①
『
漢
語
大
字
典
』
（
四
川
・
湖
北
辞
書
出
版
社
）
 
は
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
九
〇
年
に
か
け
て
出
版
。
 
『
漢
語
大
詞
典
b
（
漢
語
大
詞
典
出
版
社
）
 
 
 

は
、
一
九
八
八
年
か
ら
、
一
九
九
二
年
現
在
進
行
中
。
 
 

②
歴
史
語
言
研
究
所
、
集
刊
第
三
本
、
第
二
分
 
 

③
発
行
者
、
台
湾
、
阜
少
蘭
 
 

④
中
央
研
究
院
、
歴
史
語
言
研
究
所
、
集
刊
五
七
本
 
 

⑤
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
、
文
学
科
篇
第
十
一
号
 
 

⑥
一
九
八
三
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⑦
開
明
書
店
、
一
九
二
六
 
 

⑧
『
漢
語
方
言
字
涯
』
北
京
大
学
中
国
語
言
文
学
系
語
言
草
教
研
室
編
。
文
字
改
革
出
版
社
（
一
九
六
≡
に
よ
る
。
 
 

⑨
大
東
文
化
大
学
『
東
洋
研
究
』
集
5
3
号
〓
九
七
九
）
 
 

⑳
錦
紗
本
に
は
こ
の
よ
う
な
欠
漏
空
自
が
か
な
り
あ
る
凸
顧
廷
龍
妓
は
こ
の
点
を
「
頼
謂
欠
字
欠
画
、
蕃
保
原
離
板
片
之
演
嘩
非
印
本
紙
張
之
痍
 
 
 

損
」
と
述
べ
る
。
本
稿
で
は
敢
え
て
他
太
と
の
校
合
は
し
な
い
で
藷
を
進
め
る
。
 
 

⑪
全
宋
文
巻
≡
七
二
「
答
手
話
薬
味
十
事
」
な
ど
。
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